
「大分市ときめき出会いサポート事業」実施業務委託仕様書 

 
１ 業務委託の名称  

  「大分市ときめき出会いサポート事業」実施業務委託 

 

２ 目的  

 近年、未婚化、晩婚化が進む中で、結婚を希望する独身男女を対象とした婚活イベントを実

施するとともに、参加者への丁寧なフォローを行うことで婚活を支援する。 

 

３ 委託業務期間 

   契約締結日から令和８年３月３１日まで 

 

４ 委託業務の内容 

次の婚活支援事業の実施 

（１）「婚活イベント」の企画・開催 

  ① 対 象 者  市内在住、若しくは市内に居住する意思のある結婚を希望する２０歳以上

の独身男女とする。 

  ② 開催回数  ６回以上 

  ③ 参加者数  延べ１００名以上の参加者数を見込める計画とする。 

  ④ 場 所  大分市内（対面形式とする。） 

  ⑤ 内 容  婚活におけるスキルアップや結婚観・家族観についての意識改革につなが

る内容のイベントを２回以上実施すること。 

また、体験型などカップルが成立しやすい運営に努めること。 

⑥ カップル成立率  ４０％以上となるよう努力、工夫すること。 

⑦ 飲 食 代  参加者の飲食代は委託費に含めないこととする。 

⑧ 広 報  参加者の募集に当たっては、定員を確保できるようＳＮＳの活用など効果

的な広報に努めること。なお、募集チラシは事前協議のうえ、大分市が発

注事業者であることを明確にするとともに、受託事業者名等の表示は必要

最低限とした内容のものを１,０００枚以上作成すること。 

⑨ アンケート  参加者を対象として、本市が今後婚活支援事業を実施する際に参考となる

ような内容のアンケート調査を行い、集計・分析の結果を市に報告するこ

と。なお、アンケート項目については、市と協議して決定すること。 

⑩ そ の 他  ア）参加者には誠意をもって参加する旨の誓約書の提出を求めるものとす

る。 

        イ）多くの人が参加しやすいよう、開催日時などに配慮すること。 

        ウ）開催に係る費用は、すべて受託者の費用負担とする。 

        エ）事業の目的を達成するための必要な経費であって、参加者から徴収す

ることが適当であると思われる体験料や飲食代等は、実費相当分を個

人負担金として徴収することができるものとする。なお、個人負担金

の目安は、５,０００円までとする。 

        オ）参加者の決定に当たっては、公平・公正に行い、疑義を招くことのな

いよう努めること。 

        カ）イベントの参加者数及びカップル成立数を各イベント終了後速やかに

報告すること。 

    

（２）参加者へのフォロー（婚活や交際継続相談） 

  ① 対 象 者  （１）のイベントの参加者とする。 

  ② 対 応 者  経験豊かな婚活アドバイザー等が対応すること。 

③ 相談期間  各イベントの実施から委託期間終了日までとする。 

④ そ の 他  相談件数と相談者数を随時報告すること。 



 

５ 実績報告書の提出   

   受託業務完了後には、広報やイベントの実施内容、参加者数やカップル成立数等の事業概

要、 開催状況が確認できる写真データ等を含む事業実績報告書１部を概ね２週間以内に提

出するものとする。 

 

６ 著作権 

   ３の委託業務で新たに発生する著作権をはじめとする成果品の全ては、市に帰属するもの

とする。また、成果物に含まれる構成素材（写真、イラスト等）については、市が二次的著

作物を作成し、利用することについて許諾すること。 

 

７ 支払い条件 

   業務完了後、適法な請求を受けた日から３０日以内に、一括払いにより委託料の全額を支

払うこととする。 

 

８ 業務の一括再委託の禁止 

   受託者は、受託者が行う業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはできな

いものとする。ただし、業務を効率的に行う上で必要と思われる場合には、市と協議の上業

務の一部を委託することができるものとする。 

 

９ 個人情報保護 

   個人情報保護法に基づき、本業務に係る個人情報を適切に扱うこと。   

  また、この事業で知り得た情報等をもとに参加者に対し、特定の団体等に加入させたり勧誘

したりするようなことは、事業中、事業後を問わず、一切行わないこと。 

   なお、本業務により取得した個人情報は、業務終了後直ちに市に引き渡すとともに、残存

する電子データ等は適切に廃棄処理をした後、市に報告書を提出するものとする。 

 

10 守秘義務 

   受託者は、本業務を行うに当たり、業務上知りえた秘密を他に漏らし、又は自己の利益のた

めに利用することはできない。また、業務委託終了後も同様とする。 

  

11 その他 

（１）参加者との間に発生したトラブルに対しては、責任を持って対処すること。 

 

（２）受託者は、業務委託を実施するに当たり、市との緊密な連携を図るとともに、進捗に応じ

て市の指示により報告を行うものとする。 

 

（３）本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、また、本仕様書に定めのない事項につ

いては、速やかに市と協議すること。 


